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組
織
拡
大
に
大
き
な
弾
み
！

自
交
総
連
北
部
ユ
ニ
オ
ン
結
成

　
３
月
２
４
日
、
と
さ
で
ん
交
通
株
式

会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
株
式
会

社
県
交
北
部
交
通
で
働
く
労
働
者
５
名

が
自
交
総
連
北
部
ユ
ニ
オ
ン
を
結
成
し

ま
し
た
。
結
成
大
会
に
は
、
県
労
連
加

盟
組
織
か
ら
も
多
く
激
励
に
駆
け
つ

け
、
組
織
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

レクリエーションで司会を

する青年部の岡本部長

　
北
部
ユ
ニ
オ
ン
結
成
に
あ
た
り
、
田
口

委
員
長
が
県
労
連
を
代
表
し
、
「賃
金
・

処
遇
改
善
と
県
民
の
足
を
守
る
こ
と
を

２
つ
の
柱
に
し
て
、
粘
り
強
く
頑
張
ろ

う
。
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
２
７

日
に
は
、
県
交
北
部
交
通
本
社
に
労
働

組
合
結
成
の
挨
拶
と
要
求
書
の
提
出
、

団
体
交
渉
の
申
込
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
北
部
交
通
に
は
、
す
で
に
他
の
労
働

組
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「今
ま
で
県
交

通
労
組
の
幹
部
に
任
せ
た
形
に
な
っ
て
い

た
話
し
合
い
を
当
事
者
同
士
で
行
い
、

賃
金
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
取
り
決
め
て

い
く
。
」
「県
民
の
足
を
守
る
た
め
に
協

力
し
合
っ
て
会
社
を
盛
り
上
げ
て
い

く
。
」
と
の
意
向
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

「組
合
員
間
差
別
を
し
な
い
よ
う
、
独

立
し
た
人
格
と
し
て
お
互
い
の
立
場
を
村

長
し
、
円
満
な
労
使
関
係
を
築
い
て
い

き
た
い
。
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

４
月
を
大
き
な
拡
大
推
進
に
！

　
県
労
連
の
組
織
拡
大
の
３
本
柱
は
、

①
組
織
内
で
の
拡
大
、
②
未
加
盟
組
織

の
加
盟
促
進
、
③
未
組
織
の
組
織
化
で

す
。
北
部
ユ
ニ
オ
ン
は
、
労
働
相
談
か
ら

労
働
組
合
の
結
成
へと
つ
な
が
っ
た
事
例

で
す
。
県
労
連
で
は
、
「組
織
拡
大
特

別
会
計
」
を
設
け
、
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
「未
組
織
の
組
織
化
」を

進
め
て
き
ま
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ラ
ジ

オ
Ｃ
Ｍ
や
ネ
ー
ム
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
作

成
、
権
利
手
帳
の
配
布
を
行
い
、
県
労

連
や
相
談
窓
口
の
存
在
を
組
織
の
内
外

へお
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
・５
月
は
、
組
織
拡
大
月
間
の
本

番
で
す
。
４
月
か
ら
の
新
規
採
用
者
への

拡
大
を
精
力
的
に
取
り
組
み
、
多
く
の

仲
間
を
労
働
組
合
へ迎
え
入
れ
ま
し
ょ

う
。

「苛
政
は
虎
よ
り
も
猛

（た

け
し
）」。
安
倍
暴
走
政
治

は
、
悪
政
、
正
に
苛
政
そ

の
も
の
。
重
い
年
貢
、
税
金

を
差
し
出
せ
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
未

来
を
差
し
出
せ
、
子
や
孫
の
命
を
差
し

出
せ
、
と
戦
争
を
す
る
国
に
ひ
た
走
っ

て
い
る
▲
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
踏

み
台
に
、
来
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
、

そ
し
て
改
憲
発
議
、
国
民
投
票
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
描
い
て
い
る
。
安
倍

首
相
は
、
改
憲
は
最
終
段
階
と
ま
で

言
っ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
は
単
な
る
地
方

選
挙
で
は
な
い
、
私
た
ち
の
未
来
が
か

か
っ
た
選
挙
だ
▲
三
月
二
九
日
の
「サ
ン

デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」、
姜
尚
中
氏
が
今
の

日
本
は
、
「体
質
改
善
の
危
機
に
あ
る
」

「弱
ア
ル
カ
リ
か
ら
強
酸
性
へな
ろ
う
と
し

て
い
る
」
と
警
告
し
た
。
体
質
は
英
語
で

は
、
コ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
は
、

憲
法
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
▲

「戦
争

を
し
な
い
国
」
か
ら
「戦
争
を
す
る
国
」

（「す
る
か
も
し
れ
な
い
国
」）
へ。
自
衛

隊
か
ら

「軍
隊
」
へ。
失
言
を
開
き
直

り
で
「意
味
の
変
更
」
に
持
っ
て
行
く
強

権
振
り
▲
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
弱

い
。
安
保
法
制
の
国
会
通
過
の
時
期
ま

で
ア
メ
リ
カ
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
日
米
防

衛
協
力
の
指
針
（ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
改

定
は
、
「訪
米
前
だ
よ
」
と
指
示
を
受

け
る
。
上
に
弱
く
、
下

（と
横
、
即

ち
韓
中
）
に
強
い
の
が
、
安
倍
暴
君
の

特
徴
▲

「一
票
一
揆
」
の
春
で
あ
る
。

地
方
か
ら
暴
政
を
止
め
る
春
で
あ
る
。

平
和
守
る
春
に
し
よ
う
（田
）

県
教
組

「い
ち
ご
作
戦
」
で
奮
闘

　
「（い
）
っ
ぱ
い
・
（ち
）
か
づ
き
・
（ご
）

あ
い
さ
つ
」
作
戦
で
す
べ
て
の
新
規
採
用

者
に
県
教
組
を
知
ら
せ
る
資
料
を
入
れ

た
「お
め
で
と
う
袋
」
を
手
渡
し
、
加

入
を
呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
春
休
み
中
に
届
け
き
る
よ
う
、

各
郡
教
組
で
取
り
組
み
を
具
体
化
し
て

い
ま
す
。

　
４
月
１
日
に
は
、
雨
の
中
、
県
民
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「辞
令
交
付

式
」
で
県
教
組
を
知
ら
せ
る
資
料
を
県

労
連
を
含
め
１
１
人
で
新
規
採
用
の
方

に
配
付
し
、
県
教
組
へ加
入
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

医
労
連

（全
医
労
）
で
５
名
拡
大

　
国
立
病
院
の
組
合
（全
医
労
）
で
５
名

を
拡
大
し
ま
し
た
。
期
日
を
決
め
て
対

話
行
動
を
続
け
る
中
で
、
組
織
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
仁
病
院

労
働
組
合
で
は
、
名
簿
を
整
理
し
、
誰

が
声
掛
け
を
す
る
か
を
決
め
て
組
合
加

入
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

福
保
労
・
介
護
職
場
で
過
半
数
に
！

　
福
祉
保
育
労
・
土
佐
清
風
園
分
会
で

は
、
有
期
雇
用
労
働
者
４
０
名
の
無
期

雇
用
化
を
勝
ち
取
り
、
そ
れ
を
テ
コ
に

組
織
拡
大
を
行
い
、
過
半
数
組
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
活
動
の
報
告

を
組
合
掲
示
板
へ掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
取
り
組
み
を
旺
盛
に
進
め
、

新
し
い
仲
間
を
組
合
に
迎
え
ま
し
ょ
う
。

４月１日辞令交付式の写真
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大
き
な
分
岐
点･

統
一
地
方
選
挙
②

　
現
在
開
会
中
の
通
常
国
会
の
争
点
は
、
安
保
法
制
の
改
悪
、
憲
法
明
文
改
憲
の

道
を
阻
止
で
き
る
か
、
そ
し
て
昨
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
「高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
」
な
ど
の
労
働
法
制
の
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い
で
す
。
今
月
開
催
さ
れ
る
統

一
地
方
選
挙
は
、
安
倍
内
閣
の
悪
政
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
単

な
る
地
方
選
挙
で
は
な
く
、
国
政
的
な
意
味
を
持
つ
選
挙
と
位
置
付
け
、
県
民
一

人
一
人
が
平
和
と
戦
争
に
つ
い
て
考
え
、
一
票
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
民
・
公
明
が
安
保
法
制
で
合
意

　
３
月
２
０
日
、
自
民
党
と
公
明
党

は
、
新
た
な
安
全
保
障
関
連
法
案
に
関

す
る
与
党
協
議
を
開
き
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
可
能
に
し
、
自
衛
隊
の

海
外
で
の
活
動
を
大
幅
に
拡
大
す
る
安

保
法
制
の
骨
格
に
つ
い
て
正
式
合
意
し
ま

し
た
。
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
憲
法
９

条
の
下
で
専
守
防
衛
に
徹
し
て
き
た
日

本
の
安
保
政
策
は
、
戦
後
７
０
年
の
節

目
に
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
政
府
は
与
党
合
意
を
受
け
、
関

連
法
案
の
作
成
に
着
手
し
、
５
月
中
旬

に
法
案
を
国
会
に
一
括
提
出
す
る
方
針

で
す
。
今
国
会
中
の
成
立
を
目
指
し
、

６
月
２
４
日
ま
で
の
会
期
を
４
０
日
程

度
延
長
す
る
方
向
で
も
検
討
し
て
い
ま

す
。

②

「戦
闘
地
域
」
へ

　
合
意
で
の
最
大
の
特
徴
は
、
ア
メ
リ
カ

が
世
界
の
ど
こ
で
戦
争
し
た
と
し
て
も
、

自
衛
隊
が
従
来
の
「戦
闘
地
域
」
ま
で

出
向
き
、
軍
事
支
援
を
行
う
仕
組
み

安
保
法
制
慣
例
整
備
「
切
れ
目
の
な
い
」
戦
争
へ
の
参
加

【新
３
要
件
】

　
従
来
の
武
力
行
使
の
３
要
件
に
、
海
外
で
の
武
力
行
使
を
可
能
に
す
る
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
要
件
を
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。

①
わ
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
こ
と
、
又
は
わ
が
国
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
わ
が
国
の
存

立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら

覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
性
が
あ
る
こ
と
。
②
こ
れ
を
排
除
し
、
わ
が
国
の
存

立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
。
③
必

要
最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
。

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
武
力
行
使
に
対
す
る

「後

方
支
援
」
に
は
「非
戦
闘
地
域
」
と
い

う
歯
止
め
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
恒

久
法
で
は
こ
れ
を
撤
廃
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
従
来
の
「戦
闘
地
域
」
で
の
自

衛
隊
の
活
動
を
可
能
に
す
る
「戦
地
派

兵
」
と
な
り
、
敵
か
ら
攻
撃
さ
れ
れ
ば

武
器
を
使
用
し
て
反
撃
す
る
こ
と
も
安

倍
首
相
は
認
め
て
い
ま
す
。

　③

「周
辺
事
態
」
も
撤
廃

　
も
う
一
つ
、
武
力
行
使
の
要
件
に
「周

辺
事
態
」と
の
制
約
が
あ
り
、
日
本
「周

辺
」
で
の
有
事
で
米
軍
を
「後
方
支
援
」

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
政

府
は
こ
の
周
辺
事
態
法
を
改
定
し
、

「周
辺
事
態
」の
概
念
を
撤
廃
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
の
ど

こ
で
も
自
衛
隊
が
米
軍
の
支
援
を
行
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
先
制
攻
撃
で
も

　
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
に
書
き
込
ま

れ
る
の
が
「武
力
行
使
の
新
３
要
件
」
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府
の
裁
量
次

第
で
ア
メ
リ
カ
の
ど
の
よ
う
な
戦
争
に
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
安
倍

首
相
は
３
要
件
に
ど
の
よ
う
な
事
態
が

該
当
す
る
か
は
「個
別
的
、
具
体
的
に

政
府
が
総
合
判
断
す
る
」
と
言
う
だ
け

で
、
ア
メ
リ
カ
の
先
制
攻
撃
で
も
該
当

す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
道
理
の
ま
っ
た
く
な
い
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
に
、
自
衛
隊
が
駆
り
出
さ
れ
る

仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
テ
ロ
特
措
法
、
イ
ラ
ク
特
措
法

　
　
第
２
条
３
項
（自
衛
隊
の
活
動

は
）
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て

お
ら
す
、
実
施
さ
れ
る
活
動
の
期

間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
地

域
で
実
施
す
る

　
　
　
　
　
↓
↓
↓
↓

海
外
派
兵
恒
久
法
で
下
線
を
削
除

◇
現
行
周
辺
事
態
法
で
の
定
義

　
　
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
我
が

国
に
対
す
る
直
接
の
武
力
攻
撃
に

至
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
等
我
が

国
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
我
が
国

の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響

を
与
え
る
事
態

　
　
　
　
　
↓
↓
↓
↓

下
線
を
削
除
し
、
地
理
的
条
件
を

無
制
限
に
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る

アフガン、イラクに派兵された自衛官の自殺者数

派兵期間 自殺者数

０１年１１月～０７年１１月 ８人（海上自衛隊）

０８年０１月～１０年０１月 ４人（海上自衛隊）

０４年０１月～０６年０９月 ２０人（陸上自衛隊）

０３年１２月～０９年０２月 ８人（航空自衛隊）

インド洋

イラク

⑤

「殺
し
殺
さ
れ
る
」
戦
争
へ

自
衛
隊
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
海
外
派

兵
に
踏
み
出
し
、
こ
れ
ま
で
「戦
死
者
」

は
で
て
い
ま
せ
ん
が
、
犠
牲
者
が
な
か
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
ガ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
に
派
兵
さ
れ
た
自
衛
官
の

う
ち
、
帰
国
後
に
恐
怖
と
緊
張
か
ら
精

神
に
不
調
を
き
た
す
な
ど
で
自
ら
命
を

絶
っ
た
人
は
４
０
人
に
も
の
ぼ
り
ま
す

（政
府
答
弁
書
か
ら
）。
「戦
争
立
法
」が

強
行
さ
れ
れ
ば
、
「戦
士
」
の
リ
ス
ク
は

確
実
に
高
ま
り
ま
す
。
「戦
闘
地
域
に

行
か
な
い
」、
「武
力
行
使
は
行
わ
な
い
」

こ
と
を
放
棄
し
た
自
衛
隊
が
前
線
に
出

れ
ば
、
敵
国
や
テ
ロ
の
標
的
に
な
る
こ

と
は
明
白
で
す
。
そ
し
て
そ
の
危
険
は
、

前
線
の
自
衛
隊
の
み
で
な
く
、
日
本
に

も
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
先
日
の
フ
ラ
ン

ス
で
起
き
た
テ
ロ
を
見
て
も
、
容
易
に
想

像
が
で
き
ま
す
。

⑥
本
丸
の
憲
法
９
条
改
正

　
安
倍
首
相
が
自
衛
隊
を
「わ
が
軍
」と

発
言
し
た
こ
と
か
ら
も
示
さ
れ
る
通
り
、

安
倍
首
相
の
最
大
の
狙
い
は

「憲
法
９

条
改
正
」
で

す
。
自
民
党

改
憲
草
案
は
、

戦
力
不
保
持
、

交
戦
権
否
認

を
定
め
た
憲
法

９
条
２
項
を
削

除
し
、
「国
防

軍
を
保
持
」す

る
こ
と
を
明
記

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
統
一
地

方
選
挙
で
自

民
党
が
多
数

を
握
っ
た
時
れ

ば
、
戦
後
７
０

年
間
貫
か
れ
て

き
た
「平
和
国

家
日
本
」
は

「戦
争
」
へと
走
り
出
し
ま
す
。
過
去
の

過
ち
を
再
び
く
り
返
す
寸
前
ま
で
現
在

の
日
本
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

平
和
と
戦
争
に
つ
い
て
再
度
問
い
直
す
時

が
今
で
す
。
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期
日
前
投
票
で

地
方
か
ら
政
治
の
流
れ
を

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

高知市選挙管理委員会

○各選挙の告示と投票日

　①県会議員選挙

　　　告示日　４月３日

　　　投票日　４月１２日 （日）

　②市町村議員選挙

　　　告示日　４月１９日

　　　投票日　４月２６日 （日）

○期日前投票の期間

　　【県議】 平成２７年４月４日 （土） ～１１日 （土）

　　【市議】 平成２７年４月２０日 （月） ～２５日 （土）

　　　　　　　午前８時３０分～午後８時

○期日前投票の方法

　「投票所入場券」がなくてもできます。市町村が設

置している期日前の投票所に行き、 職員に本人確

認のためのいくつかの事項を確認しますので、それ

に答えれば投票ができます。

総務省

詳しくは、 下のＲＱ

コードでＨＰをチェック

してください！

↓↓↓↓↓↓↓↓↓

労
働
者
を
使
い
捨
て
に
す
る

　
安
倍
政
権
は
４
月
３
日
、
「残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
制
度
の
新
設
を
含
む
労
働
基
準

法
等
の
大
改
悪
法
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
の

規
制
改
革
会
議
で
は
、
「解
雇
の
金
銭
解
決
」
制
度
の
導
入
検
討
を
提
言
し
ま
し

た
。
労
働
者
を
使
い
捨
て
に
す
る
政
策
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
人
間
ら
し
い
働
き
方

を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

時
代
と
逆
行
す
る
安
倍
政
権

　
４
月
３
日
、
安
倍
内
閣
は

「残
業
代

ゼ
ロ
法
案
」
や
「過
労
死
促
進
法
案
」
と

批
判
さ
れ
る
「高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
」
の
新
設
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
運
用
さ
れ
る

労
働
時
間
規
制
の
適
用
除
外
制
度
で
あ

る
「ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」

の
日
本
版
で
す
。
８
時
間
労
働
制
と
い

う
労
働
者
保
護
の
大
前
提
を
覆
す
制
度

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
労
働
者
を
い
く
ら
働
か
せ
て
も

残
業
代
を
支
払
う
必
要
が
無
く
な
り
、

過
剰
な
「ノ
ル
マ
」
の
も
と
、
労
働
者
は

際
限
な
く
働
か
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
　

　
実
際
、
そ
の
制
度
の
本
家
ア
メ
リ
カ
で

は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

に
分
類
さ
れ
る
労
働
者
の
残
業
代
請
求

訴
訟
が
相
次
ぎ
、
つ
い
に
オ
バ
マ
大
統
領

も
４
月
３
日
、
労
働
省
に
対
し
、
数
百

万
人
に
の
ぼ
る
制
度
適
用
者
に
時
間
外

手
当
を
支
払
う
よ
う
規
則
改
正
の
指
示

を
出
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
同
様
の
事

態
が
起
き
る
の
は
確
実
で
、
こ
の
制
度
が

決
し
て
労
働
者
の
た
め
の
制
度
で
は
な
い

こ
と
は
明
白
で
す
。

真
の
「成
長
戦
略
」
は
大
幅
賃
上
げ
と

　
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
よ
る
底
上
げ

　
企
業
利
益
の
み
を
追
求
す
る
成
長
戦

略
で
は
、
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
は
実
現
さ

ず
、
逆
に
格
差
と
貧
困
が
拡
大
し
て
い

く
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
か
ら
も

明
ら
か
で
す
。
実
際
に
、
現
在
の
日
本

も
格
差
が
拡
大
し
続
け
、
ジ
ニ
係
数
（格

差
を
示
す
指
数
）や
就
学
援
助
率
は
上

昇
し
続
け
て
い
ま
す
。
国
内
消
費
の
大

部
分
を
担
う
庶
民
に
低
賃
金
が
押
し
付

け
ら
れ
、
貧
困
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
、
不
況
の
原
因
で
す
。

許すな

労
働
規
制
緩
和
に
ス
ト
ッ
プ
を
！

解雇の金銭解決とは
企
業
の
都
合
を
最
優
先
し
た
政
策

　
安
倍
内
閣
が
押
し
進
め
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
・第
３
の
矢
で
あ
る
「成
長
戦
略
」は
、

「世
界
で
１
番
企
業
が
活
動
し
易
い
国
」

を
実
現
す
る
た
め
、
企
業
の
利
益
を
最

優
先
に
考
慮
し
た
政
策
で
あ
り
、
そ
こ

に
労
働
者
か
ら
の
視
点
は
全
く
反
映
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
労
働
者
を
保
護
す
る

た
め
の
最
低
基
準
で
あ
る
労
働
基
本
法

を
「岩
盤
規
制
」
と
呼
び
、
す
で
に
破

綻
し
て
い
る
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
論
を
掲
げ
、

大
企
業
が
利
益
を
確
保
で
き
る
よ
う
労

働
法
制
の
緩
和
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

労
働
者
視
点
の
な
い
規
制
改
革
会
議

　
大
き
な
問
題
は
、
安
倍
首
相
が
進
め

る
「雇
用
改
革
」に
提
言
を
与
え
る
「規

制
改
革
会
議
」
が
安
倍
首
相
の
「お
友

達
」
の
み
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
議
論
が

国
会
の
外
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
偏
っ
た
委
員
の
中

で
、
企
業
に
利
益
を
も
た
ら
す
制
度
の

新
設
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
異
な
る
意
見
を
排
除
し
、
国
会
で

の
議
論
も
蔑
ろ
に
す
る
姿
勢
と
労
働
者

の
視
点
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
在

の
安
倍
政
権
で
す
。

　
今
こ
そ
、
労
働
者
の
賃
金
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
と
い
う

「下
支
え
」
に
よ
っ

て
、
拡
大
し
続
け
る
格
差
を
是
正
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
政

府
は
大
企
業
を
確
保
す
る
た
め
の
「規

制
緩
和
」
で
は
な
く
、
中
小
零
細
企
業

を
支
援
す
る
政
策
へ転
換
す
る
必
要
が

あ
り
、
　
統
一
地
方
選
挙
は
、
地
域
か

ら
そ
の
声
を
挙
げ
る
手
段
の
一
つ
で
す
。

投
票
行
動
で
意
思
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
５
月
７
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【
事
務
的
な
関
係
で
カ
ー
ド
の
発
送

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。】

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

① ― ― 採 用 、

――購入、――

開店　③液体か

ら気体に変わる

　 ⑤ 夕 や み 。

――が迫る　⑦

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
漆
塗
り
の
器
　

②
学
校
で
授
業
を
行
う
部
屋
　
③

猫
。
―
―
フ
ー
ド
　
④
捨
て
る
○

　

○
あ
れ
ば
拾
う
○
○
あ
り
　
⑥
○

○
っ
ぱ
り
、
○
○
悪
　
⑧
と
も
だ

ち
　
　
⑪
近
眼
　
⑫
食
事
の
○
○
に

手
を
洗
う
　
⑬
な
く
て
七
○
○

休みの日　⑨土用の○

○の日　⑩催し物の○

○、ところを明記　⑫奇

術。 ――ショー　⑭○

○は異なもの味なもの　

⑯人の――に関わる安

全問題

　

１
７
１
号
の
答
え
は
「
ヨ
モ
ギ

モ
チ
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下
の

方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
機
関
紙
の
感
想
な
ど
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表

　
　
　

藤
原　

昌
子　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

島
村　

秋
雄　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
年
金
者
組
合
）

高
橋　

理　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

メ
ル
ケ
ル
が
歴
史
学
べ
と
安
倍
に
ム
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

戦
争
へ
あ
ま
り
に
も
軽
き
司
令
官

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

「
や
り
が
い
だ
！
」
な
の
に
解
雇
は
金
銭
で

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（牧
師
）

自治体 最低賃金 公契約

室戸市 × ×

安芸市 × 取り上げず

南国市 ○ ○

土佐市 ○ ○

須崎市 ○ ○

宿毛市 ○※ ×

土佐清水市 × 取り上げず

四万十市 配布のみ 配布のみ

香南市 継続審議 継続審議

香美市 × 未提出

東洋町 継続審議 ×

田野町 見送り 見送り

安田町 ○ ×

北川村 × ×

馬路村 × ×

芸西村 × ×

本山町 ○ ○

大豊町 継続審議 継続審議

土佐町 ○ ×

大川村 × ×

いの町 留保 留保

仁淀川町 × ×

中土佐町 × ×

佐川町 ○ ○

越知町 ○ ○

檮原町 × ×

日高村 ○ ○

四万十町 ○ ○

大川町 ○ ○

三原村 × ×

黒潮町 継続審議 継続審議

奈半利町 × ×

津野町 × ×

○･･･採択、 ×･･･不採択

配布のみ･･･議員へ配布し議員が取り上げ

れば議案としてあげられる

おたより紹介

曖
昧
な

「
プ
ロ
」
扱
い
で
サ
ビ
残
を

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（牧
師
）

自治体での「最低賃金」

○ここ１０年以上になると思うのですが、主人が建設業の仕事に

一生懸命でしたが、がたっと仕事がなくなり、ダンプも重機も何

台かありましたが、 思いきりよくやめました。 主人が働いていた

ころは、軽油も今よりずっと安く頑張っていたのですが、今は軽

油も倍の値上がり、 ダンプカーも苦しいのではないでしょうか。

南海トラフの災害が起こらない事を願います。建交労（Ｈ･Ｔ）

　　　　　「公契約」 意見書採択状況

｢

最
低
賃
金｣｢

公
契
約｣

意
見
書
の
採
択
結
果

県労連ＨＰへゴー！

ＨＰを見るのも

　 組合活動(^_^)v

　
県
労
連
は
２
月
１
７
日
か
ら
、
「
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
制
度
の
実
現
」
と
「国
と
県
に
公
契
約

法
・
条
例
の
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
め
ざ
し
、
首
長
・
議
長
と
の
懇
談
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
結
果

「最
低
賃
金
」
は
１

２
自
治
体
、
「公
契
約
」
は
９
自
治
体

の
議
会
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や
公
契
約

条
例
の
必
要
性
の
主
張
が
通
る
議
会
に

し
て
い
く
こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

す
。

国
会
を 

サ
ボ
っ
た
議
員
に 

威
信
な
し

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

○亡き母がよくよもぎもちを作ってくれたのを思い出しました。春

になるとよもぎをつんできて、ゆでて冷凍していました。母の手

作りをもう食べる事ができないと思うとさみしいです。 自治労連

（Ｍ･Ｆ）

○年度末は休む間もなく、そして年度初めを迎えます。ちょっと

一息入れたいです。 県教組 （Ｙ･Ｓ）


